
　11月、マッチングが一段落し、卒業試験真っ只中の人もいれば、すでに終わった人もいるか
もしれません。それぞれ置かれた状況は異なれど、共通していえることがあります。それは、
国家試験に向けた勉強に本腰を入れ、スケジューリングをしなければならない時期にきたと
いうことです。そのために、これから何をすべきか、一緒に確認していきましょう。

自分の状況を把握して、
国試までのスケジュールを組み立てよう！

国試直前対策

国試に向けてエンジン始動！

　やみくもに問題集を解いて、直前講座をみて、模試を受けて…と、なんでもかんでも手を出
したところで、頭に入れた知識が定着していなければ国試本番では使えません。それどころか、
中途半端に覚えたことで解答に迷う問題が出てきてしまう可能性もあります。
　初歩的なことですが、次のようなことを心がけましょう。

　自分が何をすべきか冷静に見極めて、最後まで力尽きることなく国試を迎えましょう！

間違えた過去問は理解して解けるようになるまで繰り返し解く。
ビデオ講座や模試を受けたら必ず復習する。わからなかった部分は自分で調べる。

知識の定着のために復習を！

　過去問題集を用いてシミュレーションすることで、国試の全体像を掴み、かつ、自分の状況
を把握しましょう。また、必修問題や公衆衛生は合格を左右する大事なブロック、分野ですが、
受験生が勉強を後回しにしがちな部分でもあります。早めに手をつけてください。
　上記の3つは必ず行い、その上で苦手分野の補強、模試での力試しなどをやりましょう。
　具体的なスケジューリングは、次のページを参考に行ってみてくださいね。

　次の3つは、全受験生が必ず行うべきことです。

『回数別 医師国家試験問題解説』3年分 〔p.14〕
必修問題対策 〔p.10〕
公衆衛生対策 〔p.12〕

絶対にやらなければならないこと
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直
前QBは1周以上終了。ビデオ講座も 

視聴済み標準コースのMさん
過去問やビデオ講座には 
ほぼ手付かずのSさん

苦手分野の補強で
万全の仕上がりに！

欲張らず、やることを
絞り込む！必ず復習し、
やったところは確実に
モノにすること！

一週間くらい、必修問題に特化した期間を設け、『QB必修』などで必修問題の演習
をする。

わからなかったことなどを『RB必修』に書き込み、国試直前に見直せるようにする。

必修問題対策：p.10（1回目）11月上旬

110回・111回・112回の3年分を解く（実際の試験時間に合わせて）。

間違った問題はしっかり復習する。

回数別の過去問演習：p.14（1回目）11月中旬

『QB公衆衛生』を全問解いて、不足
している知識を『RB公衆衛生』や『公
衆衛生がみえる』でしっかり調べる。

マイナー対策：p.16

『データ・マニュアル』などを用い
た一般問題対策

『イヤーノート・アトラス』などを
用いた画像問題対策 など

公衆衛生対策：p.12

苦手分野の補強（自分に必要なものを）

11月下旬
～1月

『QB公衆衛生』を全問解く。『RB
公衆衛生』は一通り読んでおく。

最低でも『QBvol.1～5』の1周目
問題は一通り解いておきたい。

出題数の多い科目を優先する。

公衆衛生対策：p.12

科目別過去問対策

11月下旬
～1月

最終シミュレーション、仕上げ。

模試の復習も忘れずにしておく！

必修問題対策（2回目）
回数別の過去問演習（2回目）

2月

状況別　国試までの勉強スケジュール
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